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発
表
さ
れ
た
の
は
、
和
泉
村
の

油
坂
峠
料
金
所
か
ら
、
中
津
川
に

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
大
野

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
を

結
ぶ
約
三
四
㌔
の
区
間
。
国
道

１
５
８
号
沿
い
を
中
心
に
、
九
頭

竜
湖
や
和
泉
村
役
場
の
北
側
を

通
っ
て
市
内
に
入
る
予
定
で
す
。

　

正
式
な
ル
ー
ト
が
確
定
し
て
い

な
い
た
め
、
幅
は
一
・
五
㌔
と
お

お
ま
か
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、
昭
和

六
十
二
年
に
国
が
定
め
た
高
規
格

幹
線
道
路
の
う
ち
、
一
般
国
道

１
５
８
号
の
自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

北
陸
地
方
と
中
部
・
関
東
地
方

中
部
縦
貫
道
の
概
要

高
規
格
幹
線
道
路
が

建
設
さ
れ
る
ま
で

【決定項目】
一般国道路線名
概略延長
経過する主要市町村名
標準車線数
設計速度など

事業が環境にどのよ
うな影響を与えるか
調査・予測・評価

【決定項目】
一般国道路線名
延長
経過する市町村名
車線、幅員など構造規格
連結位置・予定施設
工事費用の概算額など

計画道路の位置
を発表し、事業
計画を説明

路線発表 整備計画の決定 基本計画の決定環境影響評価

大野油坂道路の現時点

「
大
野
油
坂
道
路
」
ル
ー
ト
帯
を
発
表

終点

起点

福井県

岐阜県

石川県

和泉村
九頭竜湖

油坂峠道路

N

白
鳥
Ｉ
Ｃ

東
海
北
陸
自
動
車
道

永
平
寺
大
野
道
路

油坂峠道路

永
平
寺
大
野
道
路

大
野
市

大
野
市
役
所

416

158

157

156大野ＩＣ

白
鳥
西
Ｉ
Ｃ

和泉村役場

中部縦貫自動車道

「
大
野
油
坂
道
路
」
ル
ー
ト
帯
を
発
表

　

長
野
県
松
本
市
か
ら
岐
阜
県

郡
上
市
を
経
て
福
井
市
を
結
ぶ

中
部
縦
貫
自
動
車
道
。
こ
れ
ま

で
未
定
だ
っ
た
「
大
野
油
坂
道

路
」
の
ル
ー
ト
帯
（
お
お
む
ね

の
ル
ー
ト
）
が
、
十
二
月
十
七

日
に
国
土
交
通
省
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
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営
巣
地
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

ル
ー
ー
ト
構
造
や
工
事
期
間
に
配

慮
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
影
響

を
小
さ
く
で
き
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
今
後
の
計

画
に
地
域
住
民
の
声
を
反
映
す
る

た
め
、
二
月
中
に
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
を
予
定
。
大
野
市
・
和

泉
村
を
中
心
と
し
た
県
内
一
万
五

千
世
帯
を
対
象
に
、
道
路
整
備
に

よ
る
効
果
や
影
響
、
お
お
む
ね
の

を
結
ぶ
高
速
道
路
網
の
形
成
を
は

じ
め
、
文
化
・
観
光
資
源
を
生
か

し
た
地
域
振
興
や
、
産
業
の
発
展

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
延
長
は
約
百
六
〇
㌔
で
、
県

内
の
延
長
は
約
六
〇
㌔
。
建
設
工

事
が
完
了
し
た
一
部
区
間
で
は
供

用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
福
井
市
か
ら
中
津

川
に
至
る
「
永
平
寺
大
野
道
路
」

と
、
中
津
川
か
ら
油
坂
峠
を
結
ぶ

「
大
野
油
坂
道
路
」
の
二
区
間
が

市
内
を
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

永
平
寺
大
野
道
路
は
、
平
成

二
年
に
整
備
計
画
が
ま
と
ま
り
、

十
一
年
に
は
地
元
説
明
会
や
路
線

測
量
、
地
質
調
査
を
開
始
。
昨
年

三
月
に
建
設
用
地
の
範
囲
を
示
す

幅
く
い
設
置
を
完
了
し
、
現
在
、

用
地
買
収
に
向
け
て
、
建
設
予
定

地
の
測
量
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
油
坂
道
路
は
、
平
成
九
年

に
基
本
計
画
を
決
定
。
周
辺
地
域

に
希
少
猛
き
ん
類
の
生
息
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
十
一
年
に
鳥

類
の
専
門
家
ら
に
よ
る
「
奥
越
地

域
環
境
調
査
委
員
会
」
を
設
置
。

昨
年
六
月
ま
で
に
十
一
回
の
委
員

会
を
開
き
、
希
少
猛
き
ん
類
の
生

息
調
査
や
、
環
境
に
調
和
で
き
る

ル
ー
ト
構
造
の
検
討
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク

マ
タ
カ
、
オ
オ
タ
カ
の
飛ひ

翔し
ょ
うや

ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
意

見
を
求
め
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
、
約
一
年
半
を
か
け
て
騒
音

や
振
動
、
動
植
物
の
生
息
状
態
、

地
形
や
地
質
、
景
観
な
ど
に
関
す

る
環
境
調
査
を
実
施
。
正
式
な

ル
ー
ト
の
決
定
に
向
け
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
事
業
化
の
前
提
と
な

る
整
備
計
画
へ
の
早
期
組
み
入
れ

を
目
指
し
、
引
き
続
き
国
へ
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
進
ち
ょ
く
状
況

今
後
の
進
め
方

16年度 17年度 18年度
19年度
以降　

２～５月

約1年半

環境調査

ルート構造の調査

事業化
の検討

●ルート構造
　の決定

アンケートの実施
地元の意向把握

●アンケート結果公表
　　　●ルート帯の確定

大野油坂道路のスケジュール（予定）

路肩測量や地
質調査など

道路に必要な土
地の範囲を示す
幅くいの設置。
用地測量や家屋
調査など

用地取得や補償金額に
ついて、土地などの権
利者と交渉

地域の生活環
境保全、工事
の安全管理な
どに配慮しな
がら工事

工事 用地取得・補償 路線測量など幅くい設置など

永平寺大野道路の現時点

計画道路の構造
や地域生活に関
連する道路、水
路の構造などを
協議

設計協議

完
成
・
供
用

石川県

富山県

岐阜県

長野県福井県

金沢市

永平寺
大野道路

大野
油坂道路

北
陸
自
動
車
道

高山市

松
本
市

勝山市

大野市

福
井
市

和泉村

富山市

8

8

41

19

19

20

中
央
自
動
車
道

中央
自動車道
長野線

中部縦貫自動車道中部縦貫自動車道

東
海
北
陸
自
動
車
道

中部縦貫自動車道（供用中）
中部縦貫自動車道（事業中）
中部縦貫自動車道（調査中）

中部縦貫自動車道  概要図
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第
十
二
回
合
併
協
議
会
が
十
二

月
十
八
日
、
約
七
カ
月
ぶ
り
に
和

泉
村
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

事
務
組
織
や
地
域
審
議
会
、
市

町
村
建
設
計
画
な
ど
、
こ
れ
ま
で

未
定
だ
っ
た
協
定
項
目
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
予
定
し
て
い
た
平

成
十
七
年
二
月
一
日
の
合
併
期
日

に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

遅
れ
か
ら
同
十
一
月
七
日
に
変
更

す
る
こ
と
を
提
案
。
し
か
し
、
十

分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意

見
が
出
た
こ
と
か
ら
継
続
協
議
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
月
十
四
日
に
は
、
第
十
三
回

合
併
協
議
会
が
有
終
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
継
続
協
議
と
な
っ
て

い
る
合
併
期
日
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
調
整
が
必
要
な
こ
と
か
ら

次
回
で
の
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

十
六
年
度
末
ま
で
の
事
務
局
費
な

ど
四
百
九
十
五
万
九
千
円
の
追
加

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 
大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会 

◆

　

和
泉
地
域
に
地
域
審
議
会
を
設
置

●
事
務
組
織
と
機
構

　

現
在
の
和
泉
村
役
場
は
、
総
合

的
な
機
能
を
持
つ
支
所
と
し
て
存

続
さ
せ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
業
務
、
戸
籍
や
印
鑑
登
録

な
ど
の
届
け
出
受
理
や
証
明
書
交

付
業
務
、
市
道
や
農
林
道
の
管
理

業
務
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
調
整
業
務
な
ど
を
行
う
。

　

合
併
に
よ
る
住
民
の
不
安
を
解

消
し
、
円
滑
な
行
政
運
営
を
図
る

た
め
、
当
分
の
間
、
本
庁
と
支
所

と
の
調
整
連
絡
や
和
泉
地
域
の
住

民
の
相
談
業
務
を
担
当
す
る
特
別

職
を
配
置
す
る
。
ま
た
和
泉
支
所

に
は
、
部
長
待
遇
の
支
所
長
を
配

置
す
る
。

　

和
泉
村
の
委
員
会
、
付
属
機
関

は
原
則
と
し
て
廃
止
す
る
。
た
だ

し
和
泉
村
独
自
の
付
属
機
関
は
、

必
要
に
応
じ
て
整
備
す
る
。

●
地
域
審
議
会

　

地
域
住
民
の
意
見
を
新
市
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
合
併
前

の
和
泉
村
の
区
域
を
対
象
と
す

る
「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
す
る
。

審
議
会
の
委
員
は
和
泉
地
域
に
住

所
が
あ
る
住
民
十
人
以
内
、
設
置

期
間
は
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

　

審
議
会
で
は
、
和
泉
地
域
に
関

す
る
市
町
村
建
設
計
画
の
変
更
や

執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
、
審
議
・
答
申

を
行
う
。
ま
た
、
審
議
会
独
自
で

市
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
も
で
き
る
も
の
と
す
る
。

●
建
設
関
係
の
事
務
事
業

　

建
設
関
係
の
事
務
事
業
は
、
原

則
と
し
て
大
野
市
の
制
度
に
統
一

す
る
。
た
だ
し
次
の
事
務
事
業
に

つ
い
て
は
、
現
行
制
度
を
基
本
と

し
て
必
要
な
調
整
を
行
う
。

▽
和
泉
村
営
簡
易
水
道
は
、
大
野

　

市
営
簡
易
水
道
と
し
て
引
き
継

　

ぎ
、
従
量
制
に
よ
る
料
金
徴
収

　

を
行
う
。
な
お
、
現
在
行
っ
て

　

い
る
簡
易
水
道
の
施
設
整
備
は

　

合
併
後
も
継
続
す
る

▽
除
雪
体
制
は
、
地
域
性
を
考
慮

　

し
現
行
水
準
を
維
持
す
る

▽
公
営
住
宅
は
現
行
の
通
り
新
市

　

に
引
き
継
ぎ
、
管
理
や
運
営
方

　

法
は
合
併
後
に
統
一
を
図
る

問
合
せ
先

　

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会

　
（
☎
66
・
１
６
０
０
）

承
認
さ
れ
た
合
併
協
定
項
目



一
般
会
計
に
約
二
億
六
千
万
円
追
加

新
議
長
に
牧
野
勇
氏
が
選
出
さ
れ
る
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観
光
」
の
推
進
を
は
じ
め
、
全
国

の
大
野
姓
の
人
々
に
よ
る
交
流
や

情
報
の
受
発
信
を
行
う
「
平
成
大

野
屋
事
業
」
の
展
開
、
市
民
の
自

主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
契
機

と
な
る
「
越
前
大
野
平
成
塾
」
や

「
明
倫
館
事
業
」
な
ど
の
人
づ
く

り
活
動
、
環
境
保
全
活
動
の
推
進

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ

て
続
け
て
き
た
観
光
振
興
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
選
定
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

天
谷
光
治
市
長
が
、
国
土
交
通

省
の
「
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
と
は
、
観

光
振
興
を
成
功
に
導
い
た
先
人
の

努
力
に
学
び
、
各
観
光
地
の
魅
力

を
高
め
よ
う
と
、
国
土
交
通
省
が

平
成
十
四
年
に
創
設
し
た
も
の
で

す
。
県
内
で
は
初
の
選
定
。
今
回

は
全
国
で
十
六
人
が
選
ば
れ
、
総

数
は
八
十
九
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
考
理
由
は
、
城
下
町
の
歴
史

と
文
化
を
生
か
し
た
「
ま
ち
な
か

助
の
変
更
に
伴
う
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
費
の
増
額
を
は
じ

め
、
除
雪
経
費
、
農
業
法
人
の
機

械
導
入
に
対
す
る
補
助
費
、
ふ
る

さ
と
定
住
事
業
費
な
ど
の
増
額
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基

金
を
取
り
崩
す
た
め
、
大
野
・
勝

山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
田
章
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、

牧
野
勇
氏
（
六
十
三
歳
・
春
日
三

丁
目
）
が
新
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
牧
野
氏
は
、
平
成
七
年
に

市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
現
在

三
期
目
。
副
議
長
を
は
じ
め
、
総

務
、
産
経
建
設
、
民
生
環
境
、
総

合
交
通
対
策
の
各
委
員
会
で
委
員

長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

改
善
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
陳
情
」
な
ど
三
件
が
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
平
成
十
七
年
度
地

方
交
付
税
所
要
総
額
確
保
に
関
す

る
意
見
書
」
な
ど
市
会
案
二
件
が

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
六
千
百
八
十
三

万
八
千
円
を
追
加
。
予
算
総
額
は

百
五
十
六
億
七
千
九
百
五
十
四
万

円
、
前
年
同
期
比
で
九
・
一
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
国
庫
補

　

第
三
百
三
十
六
回
定
例
市
議
会

が
、
十
二
月
八
日
か
ら
二
十
一
日

に
か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

九
月
議
会
か
ら
継
続
審
議
に
な

っ
て
い
た
「
決
算
認
定
議
案
」
二

件
を
認
定
。「
一
般
会
計
補
正
予

算
案
」
や
「
大
野
・
勝
山
地
区
広

域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

更
」
な
ど
十
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
日
本
郵
政
公
社
の
経
営

形
態
堅
持
に
関
す
る
陳
情
」
一
件

が
採
択
、「
年
金
制
度
の
抜
本
的

議長

牧 野　 勇 氏

12月補正  一般会計の主な事業

◆衛生費
・老人保健特別会計繰出金
　　……………………………16,021千円
◆農林水産業費
・明日の地域農業を支える担い手条件
　整備事業補助
　　……………………………  6,227千円
・県営土地改良事業負担金
　　……………………………22,000千円
◆土木費
・除雪経費……………………60,000千円
・下水道事業特別会計繰出金
　　…………………………△39,131千円
・ふるさと定住事業…………  3,345千円
◆教育費
・シビックセンター建設事業費
　　………………………… 231,339千円

観　　光
カリスマ
百　　選

県
内
初
、
天
谷
市
長
が
選
ば
れ
る

ま
ち
な
か
観
光
な
ど
に
評
価

まちなか遠足を楽しむ子どもたち

まちなか観光の拠点・平成大野屋

まちなか遠足を楽しむ子どもたち

まちなか観光の拠点・平成大野屋
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事　業　名 予算現額
歳　入 歳　出

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

国民健康保険事業 3,150,091 2,044,715 64.9% 2,137,215 67.8%

老人保健事業 4,601,504 2,933,708 63.8% 3,188,493 69.3%

簡易水道事業 97,637 42,038 43.1% 46,066 47.2%

農業集落排水事業 641,641 136,918 21.3% 230,356 35.9%

下水道事業 1,493,631 151,271 10.1% 494,857 33.1%

介護保険事業 2,576,538 1,647,294 63.9% 1,616,123 62.7%

事　業　名 予 定 額
収　入 支　出

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

水道事業 275,124 97,568 35.5% 139,043 50.5%

特別会計 　特定の事業を行うときに、一般会計と区分して経理し、その特殊性を明らかにするために
設けられています。 （単位：千円）

企業会計 　民間企業と同じように、事業によって得た収入で支出をまかなう、独立採算制を原則と
する会計です。 （単位：千円）

一般会計
　市の基本的な歳入・歳出を経理する会計で民生費、教育費、土木費などが計上されています。

（予算現額 158億6,439万8,000円）

　市の財政がどのように運営されているのか、皆さんが納めた税金がどのように使われているのかを
知っていただくため、平成16年12月末現在の財政状況をお知らせします。
※予算現額には、15年度からの繰越額が含まれています

平成16年12月末現在

市 の 財 政 状 況

（地方譲与税・繰越金など） （消防費・災害復旧費など）

歳入 収入済額 87億8,454万2,000円 歳出 支出済額 83億2,827万4,000円

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

市債

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他

予算現額
収入済額 支出済額
予算現額 単位：千円

1,192,388
  437,480 (36.7％)

1,419,573
  190,716 (13.4％)

881,058
　4,451 (0.5％)

732,172
115,830 (15.8％)

1,936,600
 43,000 (2.2％)

1,846,224
1,657,622 (89.8％)

  998,194 (64.3％)
1,553,183

1,985,279 (65.6％)

  797,444 (43.0％)
1,856,581

1,277,715
  522,675 (40.9％)

730,362
440,143 (60.3％)

  714,295 (48.1％)
1,484,918

1,768,403
  823,545 (46.6％)

1,505,684
  936,200 (62.2％)

（　）内は収入割合

単位：千円
（　）内は支出割合

3,026,391

2,661,161
1,110,499 (41.7％)

3,696,714 (87.0％)
4,250,000

3,606,383
2,638,729 (73.2％)
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市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
と
受

け
付
け
を
２
月
14
日
㊊
か
ら
３
月

15
日
㊋
ま
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
16
年
の
所
得
を
申

告
す
る
も
の
で
、
17
年
度
の
市
・

県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。
申
告
書
の

提
出
期
限
は
３
月
15
日
㊋
で
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

①
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で

大
野
市
に
住
所
が
あ
り
、
16
年

中
（
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

に
営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
一

時
・
配
当
・
利
子
・
雑
・
譲
渡

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
ほ
か

　

①
に
該
当
す
る
よ
う
な
所
得
が

　

あ
っ
た
人
（
給
与
以
外
の
所
得

　

が
二
十
万
円
以
下
の
場
合
、
確

　

定
申
告
は
不
要
で
す
が
市
・
県

　

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
）

③
所
得
が
あ
る
人
で
、
医
療
費
控

　

除
や
雑
損
控
除
な
ど
を
受
け
よ

　

う
と
す
る
人

④
16
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
収

　

入
だ
け
で
次
に
該
当
す
る
人

・
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
所

得
に
つ
い
て
、
各
種
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

・
前
年
末
に
社
会
保
険
庁
や
共
済

組
合
な
ど
に
申
告
（
現
況
届
）

し
た
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

親
族
に
変
更
が
あ
る
人

※
所
得
が
な
か
っ
た
人
も
、
市
・

県
民
税
申
告
書
の
提
出
が
な
い

と
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行

が
で
き
な
い
場
合
や
、
国
民
健

康
保
険
税
が
正
し
く
計
算
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

①
平
成
16
年
分
に
つ
い
て
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
人

②
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務

先
で
年
末
調
整
を
し
、
勤
務
先

か
ら
市
役
所
へ
「
給
与
支
払
報

告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

　

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
振
り
替
え
を
希
望
す
る
人

は
、
口
座
の
あ
る
市
内
金
融
機
関

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告

①印鑑（認印）
②所得の証明となる資料
　給与・年金所得者…源泉徴収票（ない場合は給与明細書など）
　その他の所得者…収支内訳書、帳簿、領収書など
③国民健康保険税・国民年金・その他社会保険料の領収書など
④生命保険料（個人年金保険を含む）・損害保険料の控除証明書
⑤本人または扶養親族などが障害者の場合…障害者手帳
⑥配偶者特別控除に該当する場合…配偶者の所得証明書類など
※領収書、証明などは、平成16年中のものをお持ちください

市・県民税の申告に必要なもの

問合せ先　大野税務署（166・2180）
　　　　　市役所税務課市民税係（166・1111 内線 423）

申告相談と受け付けの日程・会場
受付時間：午前９時～午後４時

　日　程
2月14日 月
2月15日 火
2月16日 水
2月17日 木
2月18日 金
2月21日 月
2月22日 火
2月23日 水
2月24日 木
2月25日 金
2月28日 月
3月1日 火

3月2日 水

3月3日 木

3月4日 金
3月7日 月

3月8日 火

3月9日 水
3月10日 木
3月11日 金
3月13日 日
3月14日 月
3月15日 火

 　　 会　　　　　場

市役所談話室

　　ＪＡテラル越前上庄支所

　　ＪＡテラル越前本所

下庄公民館
庄林生活改善センター（午前）
南六呂師集落センター（午後）
乾側公民館（午前） 
小山公民館（午後）
富田公民館
上庄公民館
蕨生集落センター（午前）
木本集落センター（午後）
阪谷公民館
五箇公民館（午前）

市役所談話室

農
業
所
得
者
確
定
申
告
受
付

市
役
所
談
話
室

所得税の確定申告
≪申告書　自分で書いて　お早めに！≫

申告期間　２月16日㊌～３月15日㊋
　給与所得者や年金所得者の還付申告は、２月15日㊋以前でも
　提出することができます
申告場所　大野税務署（土・日祝日休み）
　土・日祝日でも送付または時間外収受箱への投かんにより申
　告書を提出することができます
※期限間近になると、税務署は大変混雑します。申告書はでき
　るだけ自分で書いて、早めに提出してください

確定申告書の作成は
①インターネットで
　　所得税の確定申告書・青色申告決算書・収支内訳書、消費
税の確定申告書が、パソコンで簡単に作成できます。金沢国
税局のホームページ（http://www.kanazawa.nta.go.jp）の
　「確定申告書作成コーナー」を利用ください
②手引きで
　　税務署で配布する「確定申告書の手引き」には、申告書の
書き方や計算方法が分かりやすく記載されています。書き込
み式の計算欄を使って簡単に申告書が作成できます 

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
い
人

納
付
に
便
利
な
口
座
振
替
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運動を長く続けるコツ

保
健 衛 生 課

2005. ２　№ 191

～ちょっと気になる健康料理～
サケとネギ煮

（エネルギー：131㌔㌍、塩分：0.93㌘／1人前）

　魚の脂肪には、脳の働きを活発にする、悪玉コ
レステロールを減らすなどの働きがあり、生活習
慣病の予防に役立ちます。
①生サケは、食べやすい大きさにそぎ切りにし、
　ネギは斜め薄切りにする
②なべにＡを入れて煮立て、サケを入れて煮る
③サケが白っぽくなってきたら、ネギを加えて落
　としぶたをして煮込む
④汁ごと器に盛り付け、お好みで一味唐辛子をふ
　って出来上がり

　

昨
年
、
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
た
「
さ
わ
や
か
貯
筋
運
動
」。
週
一
回
以
上
の
運
動
を
続

け
た
人
の
う
ち
四
五
％
が
、
約
半
年
間
で
筋
肉
量
の
増
加
に

成
功
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
参
加
者
の
体
験
を
基
に

運
動
を
長
く
続
け
る
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健衛生課（☎65・7333）

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

運動のペース守って健康づくり

内
面
の
変
化
に
注
目

　

運
動
の
効
果
が
目
に
見
え
て
現

れ
な
い
と
、
が
っ
か
り
し
て
運
動

を
や
め
て
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
い
う

時
期
で
も
体
内
で
は
血
管
や
骨
が

強
化
さ
れ
、
動
脈
硬
化
や
骨
粗
し

ょ
う
症
の
予
防
な
ど
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
筋
肉
量
が
増
え

る
こ
と
で
、
自
然
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
も
増
え
、
脂
肪
が
付
き
に

く
い
体
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
の
内
面
か
ら
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
じ

っ
く
り
と
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

一
カ
月
以
上
続
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
は
運
動
が
習
慣
に
な

り
つ
つ
あ
る
良
い
兆
候
で
す
。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

頑
張
り
過
ぎ
に
注
意

　

運
動
を
始
め
る
と
つ
い
頑
張
り

過
ぎ
て
、
足
や
腰
を
痛
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
運
動
を
中
断

し
た
後
は
要
注
意
で
す
。
運
動
を

や
め
る
と
筋
力
は
二
週
間
以
内
に

低
下
し
、
二
カ
月
か
ら
八
カ
月
で

効
果
が
な
く
な
り
ま
す
。
運
動
を

再
開
す
る
と
き
は
、
中
断
前
の
半

分
程
度
の
運
動
量
や
負
荷
か
ら
始

め
て
く
だ
さ
い
。

　

「
思
い
立
っ
た
ら
吉
日
、
よ
く

動
く
あ
な
た
に
老
い
は
来
ず
」

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
体

操
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
運
動
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
運
動
を
始
め
た
い
人

は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

５月に開催した「さわやか貯筋運動」

毎
日
の
習
慣
に

　

定
期
的
に
続
け
る
こ
と
が
大
切

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か

長
続
き
し
な
い
の
が
運
動
で
す
。

こ
れ
は
「
運
動
を
し
な
く
て
は
」

と
義
務
感
に
駆
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
大
き
な
原
因
で
す
。

　

で
も
毎
日
の
食
事
の
よ
う
に
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
日
常
の
一
部

に
な
っ
て
い
れ
ば
、
長
続
き
さ
せ

よ
う
な
ど
と
大
げ
さ
に
考
え
な
く

て
も
い
い
の
で
す
。

　

ま
ず
は
美
容
や
健
康
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
な
ど
、
身
近
な
運
動
の
利
点

に
目
を
向
け
、
無
理
せ
ず
楽
し
み

な
が
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

習
慣
に
す
る
た
め
に

○
始
め
る
時
か
ら
成
功
す
る
こ
と

　

を
イ
メ
ー
ジ
す
る

○
時
刻
や
時
間
を
決
め
て
、
無
理

　

の
な
い
予
定
を
立
て
る

○
目
標
を
決
め
て
、
達
成
し
た
ら

　

ご
褒
美
を
用
意
す
る

○
一
緒
に
楽
し
む
仲
間
を
つ
く
る

○
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
運
動
す
る

○
運
動
し
た
内
容
や
回
数
を
記
録

　

し
て
お
く

材料（４人分）
生サケ（切り身）…4切れ
ネギ………………120㌘
　　酒……………大さじ4
Ａ　しょうゆ……大さじ1と1/4
　　水……………120㍉㍑程度
一味唐辛子………少々
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暮
ら
し
の

始めよう！省エネ生活

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す
。
エ
ア
コ
ン
や
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
、
暖
房
器
具
の
使
用
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
増
え
る
冬
季
こ
そ
、
生
活
全
体
の
「
省
エ
ネ
」
を
見

直
す
こ
と
が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

つ
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
は
整
理
整
と
ん

　

冷
蔵
庫
に
も
の
を
詰
め
込
む
と

冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
電
力

は
フ
ル
稼
働
し
て
冷
や
そ
う
と
し

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
中
身
を
き
ち

ん
と
把
握
し
、
必
要
の
な
い
も
の

は
買
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
ド
ア
を
一
回
開
け
る

だ
け
で
、
冷
蔵
庫
の
温
度
は
一
気

に
上
昇
し
ま
す
。
中
の
も
の
を
整

理
し
て
、
ド
ア
の
開
閉
は
必
要
最

低
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
常
温
で
保
存
で
き

る
も
の
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
な
い
こ

と
で
、
電
力
の
負
担
を
小
さ
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
常
温
保
存
で
き
る
も
の
（
開
封

　

や
カ
ッ
ト
し
て
い
な
い
場
合
）

　

カ
ボ
チ
ャ
・
タ
マ
ネ
ギ
・
ニ
ン

　

ジ
ン
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ハ
ク
サ

　

イ
・
ゴ
ボ
ウ
・
リ
ン
ゴ
・
バ
ナ

　

ナ
・
ミ
カ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品

　

・
缶
詰
・
び
ん
詰
・
し
ょ
う
ゆ

　

や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
調
味
料

使
わ
な
い
所
は
消
灯

　

人
が
い
な
い
部
屋
の
明
か
り
が

つ
い
て
い
る
、
あ
ま
り
通
ら
な
い

階
段
の
電
気
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

消
灯
は
省
エ
ネ
の
基
本
で
す
。

昼
間
や
部
屋
に
い
な
い
と
き
な
ど

必
要
の
な
い
明
か
り
は
こ
ま
め
に

四
品
目
で
六
五
％
消
費

　

家
庭
の
消
費
電
力
の
約
六
五
％

は
、
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
照
明

器
具
・
テ
レ
ビ
の
四
品
目
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
消
費
電
力
が
大
き

い
こ
れ
ら
の
機
器
を
上
手
に
使
う

こ
と
が
、
省
エ
ネ
効
果
を
高
め
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

暖
房
は
二
〇
度
が
目
安

　

暖
房
は
冷
房
に
比
べ
て
多
く
の

電
力
を
消
費
し
ま
す
。
適
正
温
度

を
守
り
、
風
向
き
を
少
し
工
夫
す

る
だ
け
で
、
毎
月
の
消
費
電
力
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
設
定
温
度
は
二
〇
度
を
目
安
に

・
暖
気
が
上
に
た
ま
ら
な
い
よ
う

　

風
向
き
は
下
向
き
に
設
定
す
る

・
扇
風
機
で
暖
気
を
循
環
さ
せ
る

・
二
週
間
に
一
度
は
フ
ィ
ル
タ
ー

　

を
掃
除
す
る

・
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
熱

　

の
出
入
り
を
防
ぐ

　

ま
た
、
乾
燥
し
た
空
気
は
体
感

温
度
を
下
げ
、
健
康
上
も
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
洗
濯
物
の
部
屋

干
し
な
ど
で
、
適
度
な
湿
度
を
保

消
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

待
機
電
力
を
減
ら
す

　

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
、
リ
モ

コ
ン
機
能
や
タ
イ
マ
ー
機
能
が
付

い
て
い
る
電
気
製
品
は
、
使
用
し

て
い
な
い
間
も
少
し
ず
つ
電
力
を

消
費
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
待

機
時
消
費
電
力
」
と
い
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が

付
い
た
電
気
製
品
が
増
え
た
こ
と

で
、
待
機
時
消
費
電
力
は
、
家
庭

で
消
費
す
る
電
力
の
約
一
〇
％
に

も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
待
機
時
消
費
電
力
は
、
ち

ょ
っ
と
気
を
付
け
る
だ
け
で
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ　

外
出
時
や
就
寝
時
な
ど

　

は
、
主
電
源
（
本
体
の
ス
イ
ッ

　

チ
）
を
切
り
ま
し
ょ
う

ビ
デ
オ　

予
約
録
画
を
利
用
し
な

　

い
場
合
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

　

プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う

充
電
器　

携
帯
電
話
な
ど
の
充
電

　

器
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し

　

て
い
る
だ
け
で
電
力
を
消
費
し

　

ま
す
。
充
電
後
は
、
忘
れ
ず
に

　

プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う

エ
ア
コ
ン　

使
用
す
る
季
節
が
限

　

定
さ
れ
る
エ
ア
コ
ン
は
、
使
い

　

始
め
る
時
に
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

　

ン
ト
に
接
続
し
、
季
節
の
変
わ

　

り
目
で
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う



て
い
な
け
れ
ば
描
け
ま
せ
ん
し
、

相
手
に
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
」
と
会

長
を
務
め
る
南
部
太
一
郎
さ
ん
。

　

南
部
さ
ん
は
、
昨
年
開
か
れ
た

第
三
十
回
県
水
墨
画
協
会
展
で
知

事
賞
を
受
賞
す
る
ほ
ど
の

実
力
の
持
ち
主
で
す
。
メ

ン
バ
ー
か
ら
の
信
頼
も
厚

く
、
講
座
の
中
で
は
会
員

の
提
出
す
る
作
品
に
対
し

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
す
。

　

「
墨
の
に
じ
み
具
合
の

違
い
に
よ
っ
て
同
じ
絵
を

ニ
度
描
け
な
い
な
ど
偶
然

性
が
あ
り
、
お
も
し
ろ
い

で
す
」
「
展
示
し
て
あ
っ

た
水
墨
画
を
見
て
趣
味
に

で
き
れ
ば
と
思
い
入
会
し

ま
し
た
。
作
品
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
。
で
も
額
に
入

れ
て
飾
る
と
そ
れ
な
り
に

見
え
る
も
の
で
す
よ
」
と

南部会長（中央）の助言に耳を傾ける会員の皆さん
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墨　友　会

　

体
感
し
た
景
色
を
〝
墨
色
の
濃
淡
〞
で

今月のスナップ

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
　〒912-8666大野市天神町1-1
　市役所情報広報課広報広聴係
　（☎66・1 1 1 1　内線441）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

こっけいな人形劇に大笑い
（劇団「風工場」公演）

　

水
と
墨
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と

で
墨
の
濃
淡
を
出
し
、
そ
の
濃
淡

を
利
用
し
描
く
水
墨
画
。
そ
の
描

写
活
動
に
取
り
組
む
の
が
墨
友
会

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
に
水
墨
画
が
好

き
な
人
た
ち
が
集
ま
り
結
成
。
現

在
会
員
は
二
十
人
で
、
有
終
会
館

や
乾
側
公
民
館
を
利
用
し
、
月
三

回
の
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
年
二
回
の
写
生

会
や
、
十
月
に
展
覧
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が

作
品
を
持
ち
寄
っ
て
人
に
み
て
も

ら
い
、
次
の
作
品
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

「
大
事
な
こ
と
は
、
ま
ず
自
分

が
そ
の
場
に
行
き
感
動
す
る
こ
と

で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
必
ず
風
景
を

ス
ケ
ッ
チ
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
風
景
の
絵
や
写
真
を

持
っ
て
き
て
水
墨
画
で
表
現
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
も
、
体
感
し

会
員
の
皆
さ
ん
。

　

墨
友
会
で
は
随
時
、
会
員
を
募

集
中
で
す
。
特
に
若
い
人
が
気
軽

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
会

に
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
講

座
の
日
程
な
ど
詳
し
く
は
南
部
さ

ん
（
☎
66
・
５
７
５
４
）
ま
で
。

　今月は、雪の結晶の研究に取り組んだ石川県生ま
れの物理学者、中谷宇吉郎のエッセイ集を紹介しま
す。
　零下15度の北海道十勝岳で雪の結晶を撮影した時
の様子や、群馬県前橋市での雷の観測など、彼が行っ
た実験がわかりやすく書かれています。また、恩師
である寺田寅彦のエピソードや湯川秀樹たちとの交
流も興味深く読むことができます。
　エッセイとしてはもちろん、科学の世界への案内
書としてもお勧めの１冊です。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

梅
咲
き
ぬ
（
山
本
一
力
）
霧
笛
荘

夜
話
（
浅
田
次
郎
）
長
恨
歌
（
馳

星
周
）
さ
む
ら
い
死
恋
の
剣
（
鳥

羽
亮
）
火
の
み
ち
（
乃
南
ア
サ
）

村
を
助
く
は
誰
ぞ（
岩
井
三
四
ニ
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

岩
波
い
ろ
は
カ
ル
タ
辞
典
（
時
田

昌
瑞
）
沢
村
貞
子
と
い
う
人
（
山

崎
洋
子
）
寄
席
の
世
界
（
小
沢
昭

一
）
西
域
余
聞
（
陳
舜
臣
）
文
庫

本
福
袋
（
坪
内
祐
三
）
年
中
無
休

ス
タ
ジ
ア
ム
（
乙
武
洋
匡
）

【
児
童
図
書
】

ゴ
ー
ス
ト
・
ハ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ー

ン
ズ
）
レ
イ
ル
（
タ
ワ
ー
）
せ
ん

べ
え
ざ
む
ら
い
（
今
江
祥
智
）
ア

バ
ラ
ッ
ト
２
（
バ
ー
カ
ー
）
12
歳

た
ち
の
伝
説
（
後
藤
竜
ニ
）
ゆ
き

だ
る
ま
の
る
ん
と
ぷ
ん
（
た
か
ど

の
ほ
う
こ
）

【
絵
本
】

く
い
し
ん
ぼ
う
さ
ぎ
（
せ
な
け
い

こ
）
い
い
お
か
お
（
さ
え
ぐ
さ
ひ

ろ
こ
）
そ
よ
そ
よ
と
か
ぜ
が
ふ
い

て
い
る
（
長
新
太
）
ぶ
ー
ち
ゃ
ん

と
お
に
い
ち
ゃ
ん
（
島
田
ゆ
か
）

　

そ
の
他
、
四
百
八
十
四
冊
入
り

ま
し
た
。

池内了編　岩波書店刊

　『雪は天からの手紙』
中谷宇吉郎エッセイ集
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　先月号に引き続き、朝市の歴史
について紹介します。
　市
いち

の立つ日については、1682年
に初めて大野に来た土井利房の覚
書に「毎月１日・４日・７日・10日・
14日・17日・20日・24日・27日
の９回」と記されています。
　明治時代になると１日おき、そ
して昭和初期には奇数日は朝市、
偶数日は夜市と毎日開かれるよう
になりました。五番町通（現五番
通り）でも同じころ、奇数日に夜
市が開かれていたとのこと。
　400年以上変わらない姿で続い
てきた「七間朝市」。ほかの朝市に
はない素朴な雰囲気をぜひ一度味
わいにお出掛けください。
　朝市開きは春分の日（３月20日
㊐）です。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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澤
田
晃
一
さ
ん
は
、
十
二
月
に

大
阪
府
で
行
わ
れ
た
「
第
十
八
回

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
に
、
県
選
抜
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
は

小
学
五
年
生
の
時
。
友
達
と
一
緒

に
地
区
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

一
八
三
㌢
の
長
身
か
ら
繰
り
出

さ
れ
る
ス
パ
イ
ク
を
武
器
に
、
県

大
会
で
は
三
位
入
賞
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
活
躍
が

認
め
ら
れ
て
、
県
内
九
校
十
二
人

の
選
手
で
構
成
す
る
選
抜
チ
ー
ム

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

選
抜
チ
ー
ム
の
監
督
を
務
め
た

今
庄
中
学
校
の
中
村
和
弘
先
生
は

　
「
彼
の
力
強
い
ス
パ
イ
ク
は
魅
力

で
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
ひ

た
む
き
な
性
格
と
精
神
的
な
強
さ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
優

秀
な
選
手
の
一
人
で
す
」
と
選
ん

だ
理
由
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
選
ば
れ
た
と
聞
い
た
時
は
不
安

の
方
が
強
か
っ
た
け
ど
、
監
督
に

〝
や
り
ま
す
〞
と
伝
え
、
気
合
い
が

入
り
ま
し
た
」
と
澤
田
さ
ん
。

　

選
抜
チ
ー
ム
で
セ
ン
タ
ー
と
い

う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
務
め
、
相
手
の

選
手
が
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
前
に
ア
タ

ッ
ク
を
打
つ
「
速
攻
」
に
磨
き
を

か
け
ま
し
た
。
速
攻
は
セ
ッ
タ
ー

（
ト
ス
す
る
人
）と
の
連
携
が
と
て

も
重
要
で
、
特
に
練
習
を
重
ね
た

そ
う
で
す
。

　

大
会
で
は
予
選
を
通
過
し
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
で
福
島

県
の
選
抜
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　

「
試
合
で
は
緊
張
し
な
か
っ
た

し
、
勝
て
る
試
合
だ
っ
た
の
で
悔

し
か
っ
た
で
す
。
高
校
に
行
っ
て

も
バ
レ
ー
を
続
け
て
、
他
校
の
メ

ン
バ
ー
と
対
戦
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
ね
。
あ
と
は
常
に
勝
ち
た
い

と
思
う
気
持
ち
を
出
し
て
プ
レ
ー

し
、
高
校
総
体
に
出
場
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
県
選
抜
で
全
国
大
会
に

　

澤
田　

晃
一
さ
ん
（
上
庄
中
三
年
）

昔
の
七
間
朝
市
②

　

市
観
光
協
会
で
は
、
城
下

町
大
野
の
魅
力
を
県
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
「
平
成
17
年

度
越
前
大
野
ふ
る
さ
と
大
使
」

を
募
集
し
ま
す
。
大
野
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
観
光
Ｐ
Ｒ

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数　

３
人

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま

　

た
は
在
勤
し
て
い
る
18
歳

　

か
ら
30
歳
ま
で
の
人

※
性
別
、
未
婚
・
既
婚
の
別

　

は
問
い
ま
せ
ん

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書

　

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

　

号
・
生
年
月
日
・
職
業
・

　

趣
味
を
記
入
し
、
上
半
身

　

を
写
し
た
写
真
１
枚
を
張

　

り
付
け
て
左
記
ま
で
直
接

　

ま
た
は
郵
送
で

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

応
募
締
切
日　

２
月
20
日
㊐

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消

　

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

選
考
方
法　

３
月
上
旬
に
面

　

接
を
実
施

そ
の
他　

ふ
る
さ
と
大
使
に

　

金
一
封
と
記
念
品
を
、
応

　

募
者
全
員
に
粗
品
を
贈
呈

応
募
・
問
合
せ
先　

市
観
光

　

協
会　

〒
９
１
２
ー
０
０

　

８
１
大
野
市
元
町
10
ー
23

　
（
☎
65
・
５
５
２
１
）

昨年の委嘱式（大野さくらまつり会場） ふるさと大使のスケジュール（予定）
○各種イベントへの参加
　（４月）大野さくらまつり（委嘱式）
　（５月）大野名水マラソン
　（８月）おおの城まつり
　（10月）三大朝市物産まつり　ほか
○県内外への出向宣伝活動
※予定は変更する場合があります

越
前
大
野
ふ
る
さ
と
大
使　

募
集

大野の魅力を伝えてみませんか？
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　１月６日、親子約30人が参加して子育て交流広場
ちっくたっくで開かれました。

 12月23日、親子約30人が参加してスターランド
さかだにで開かれました。

親　子　で　仲　良　く

身近な話題をお知らせください。情報広報課広報広聴係☎ 66・1111

　１月９日、20歳の門出を祝う「平成17年成人式」が文化会館で
開かれました。あでやかな振りそでやスーツで着飾った新成人
465人が参加し、大人の自覚と決意を新たにしました。平成17年成人式

「もちつき会」

「親子でしめ縄＆年越しそば作り」

市民憲章を唱和する北川達郎さん



　大野市民吹奏楽団の定期演奏会が12月19日、文
化会館で開かれました。約60人の団員は、人気と
なった韓国テレビドラマ「冬のソナタ」の主題歌や
懐かしいアニメソング、迫力あるジャズなど幅広い
ジャンルの曲を披露。観客はうっとり聞き入ってい
ました。

吹奏で「冬のソナタ」

　市では、児童虐待の予防や早期発見、保護などを
行うため「大野市児童虐待防止ネットワーク会議」
を設置しました。委員は、主任児童委員や警察など
関係団体から13人。今後、虐待防止に関する情報
交換や啓発活動などに取り組んでいきます。

なくそう！子どもへの虐待
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第１回会議の様子（12月22日）

話題のひろば話題のひろば

　「ふるさとかるた地区予選会」が、12月から１月
にかけて公民館と児童センターで行われました。会
場では、あちらこちらから小学生の元気な「ハイ」
という大きな声が響いていました。今月13日には
上位入賞者が参加して決選大会が行われます。

目指せ！かるた名人

　昨年、大野警察署管内では５人の交通死亡事故が
発生しました。市交通対策協議会では、こうした事
故をなくそうと12月20日、飲酒運転追放を呼び掛
ける啓発チラシや反射材の配布を行いました。

事故ゼロへ街頭啓発

地区予選会の様子（12月23日　乾側公民館）



グラウンド利用日程の調整をします
　

「
健
康
の
た
め
に
何
を
ど
れ
だ

け
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
」
を
実
際

に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
正
し
い
食

習
慣
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
27
日
㊐
午
前
10
時
〜

　

（
受
け
付
け
開
始
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人
（
先
着
）

参
加
料　

３
０
０
円

申
込
締
切
日　

２
月
18
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課

　

（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　

高
齢
社
会
に
向
け
、
家
庭
で
だ

れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
看
護
方
法

な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
㊎
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

市
役
所

定
員　

30
人
（
先
着
）

受
講
料　

無
料

申
込
締
切
日　

２
月
14
日
㊊

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
社
会

　

福
祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内 

　

線
４
７
３
）
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２月

　

白
血
病
な
ど
血
液
難
病
の
有
効

な
治
療
法
で
あ
る
骨
髄
移
植
の
た

め
、
骨
髄
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
の

登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
10
日
㊍
午
前
10
時
〜 

　

午
後
３
時
（
予
約
が
必
要
）

所
要
時
間　

30
分
程
度

場
所　

市
役
所
福
祉
課
横

対
象　

20
〜
50
歳
の
人

そ
の
他　

家
族
の
同
意
が
必
要

申
込
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課 

　

（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　

市
民
と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
や
事
業
内
容
を
発
表
し
合
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
26
日
㊏
午
後
１
時
30 

　

分
〜
４
時

場
所　

有
終
会
館

発
表
内
容　

森
友
会
（
森
山
）
の

　

活
動
や
小
学
校
の
統
廃
合
な
ど

そ
の
他　

保
育
ル
ー
ム
を
用
意

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
社
会
教 

　

育
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線 

　

５
４
１
）

　

悪
質
商
法
に
よ
る
若
者
へ
の
被

害
防
止
に
向
け
、
電
話
に
よ
る
消

費
者
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
㊎
午
前
９
時
〜 

　

午
後
５
時

相
談
・
問
合
せ
先　

消
費
者
相
談

　

セ
ン
タ
ー
（
生
活
環
境
課
内
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

○
西
里
団
地
（
１
戸
）

　

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

　

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜

　
　

１
万
９
０
０
円

　

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
内
で  

　
　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

申
込
締
切
日　

２
月
23
日
㊌

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
　
　
　
　

中
挟
団
地
（
１
戸
）

　

規
格　

２
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
有

　

家
賃　

月
額
５
万
７
０
０
０
円

○
東
二
番
・
西
二
番
町
家
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
戸
）

　

規
格　

４
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、 

　
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
風
呂
・
ト
イ
レ
有
）

　

家
賃　

月
額
５
万
１
４
０
０
円  

　
　

〜
７
万
４
０
０
０
円

　

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
を
満  

　
　

た
し
て
い
る
人

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課 

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
４
）

○
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

定
員　

15
人

　

資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

　

謝
礼　

な
し

　

申
込
締
切
日　

３
月
15
日
㊋

○
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
・
食
品 

　

表
示
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
（
兼
務
）

　

定
員　

市
内
か
ら
５
人

　

資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

　

謝
礼　

モ
ニ
タ
ー
３
０
０
０
円

　
　

程
度
／
年
▼
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

　
　

１
０
０
０
円
程
度
／
月

　

申
込
締
切
日　

２
月
８
日
㊋

申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課 

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
４
）

消
費
生
活
な
ど

　
　
　

モ
ニ
タ
ー
募
集

生
活
環
境
課

　「市民グラウンド」「真名川憩いの島」「ふれあい公園」
を円滑に利用するため、利用団体の日程調整を行う連絡
調整会議を開催します。平成17年度中に各グラウンドを
利用する予定のある団体は必ず出席してください。
日　時　３月11日㊎午後７時～
場　所　有終会館
その他　○参加希望の団体は「使用予定日申告書」に利
　　　　　用予定日を記入し提出してください
　　　　※申告書は有終会館にあります
　　　　○利用予定日の変更をお願いする場合がありま
　　　　　すので、会議には必ず団体の責任者が出席し
　　　　　てください
申告書提出締切日　２月25日㊎午後５時まで
申込・問合せ先　市公共施設管理公社（☎65・8766）
　大野市天神町1－19（有終会館内）
　※問い合わせ時間：午前８時30分～午後５時

健
康
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

保
健
衛
生
課

若
者
向
け

　
　

消
費
者
電
話
相
談

生
活
環
境
課

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

　
　
　
　

受
講
生
募
集

赤
十
字
奉
仕
団

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
会

保
健
衛
生
課

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

社
会
教
育
課

西
里
団
地
な
ど
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課
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● INFORMATION

　

地
球
環
境
の
保
護
に
少
し
で
も

役
立
て
る
た
め
、
古
い
は
が
き
や

使
用
済
み
年
賀
状
な
ど
を
回
収
す

る
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
個
所　

市
役
所
・
市
内
の
各 

　

郵
便
局

回
収
期
限　

２
月
28
日
㊊

そ
の
他　

大
野
・
中
野
・
元
町
の 

　

三
郵
便
局
で
は
通
年
設
置

問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環
境
保

　

全
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線 

　

４
６
２
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

や
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し

た
場
合
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
納
付
免
除
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
「
追
納
制

度
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

追
納
で
き
る
期
間
は
、
免
除
を

受
け
た
月
か
ら
10
年
以
内
で
、
古

い
免
除
期
間
の
保
険
料
か
ら
順
に

納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
を
受
け
た
月
か
ら

２
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
額
を
加

算
し
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
を
開
始
し
て
い
る
人
は
、

追
納
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

福
井
社
会
保
険
事
務
所

　
（
☎
０
７
７
６
・
23
・
１
０
０
２
）

日
程　

３
月
19
日
㊏
〜
21
日
㊊

※
出
発
時
間
は
19
日
㊏
午
後
８
時

場
所　

白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
（
長 

　

野
県
白
馬
村
）

※
宿
泊
先
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
あ
す
な 

　

ろ
小
舎

定
員　

25
人
（
先
着
）

受
講
料　

１
人
２
万
２
０
０
０
円

　

（
リ
フ
ト
代
・
食
事
代
は
別
）

申
込
締
切
日　

２
月
18
日
㊎

そ
の
他　

集
合
場
所
は
参
加
者
に 

　

後
日
連
絡
。
現
地
へ
は
自
家
用

　

車
に
乗
り
合
わ
せ

申
込
・
問
合
せ
先　

ク
ロ
ー
バ
ー

　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局　

加
藤

　

嘉
一
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
７

　

０
１
・
３
３
５
６
）

国
民
年
金
の
追
納
制
度

福
井
社
会
保
険
事
務
所

回
収
し
ま
す

古
い
は
が
き
や
年
賀
状

生
活
環
境
課

２
泊
３
日
ス
キ
ー
講
習

　
　
　
　

受
講
生
募
集

市
ス
キ
ー
連
盟

「市地域福祉計画」策定へ
策定委員会の委員募集

　市では、平成17年度に「大野市地域福祉計画」を策定
することとなりました。
　この計画は、福祉サービスの適切な利用推進や社会福
祉活動への住民参加促進など、市の地域福祉に関する事
項を一体的に定めるものです。
　計画策定のため、策定委員会の委員を募集します。
募集人数　３人
応募資格　市内在住で地域福祉に関心のある20歳以上の人
任　　期　平成17年２月～平成18年３月
応募方法　「大野市の地域福祉の推進について」をテー 
　マに400字程度でリポートをまとめ、住所・氏名・年
　齢・電話番号を明記し提出（郵送可）
申込締切日　2月15日㊋（当日消印有効）
申込・問合せ先　〒912－8666（住所記入不要）
　福祉課社会福祉係（☎66・1111内線471）

○第13回市スーパードッジボール大会
　日時　２月27日㊐午前９時～
　場所　エキサイト広場
　対象　市内小学生（３年生以上）
　種別　小学５・６年男子の部、全学年混成の部
　定員　各部16チーム（先着）
　参加料　１人10円
　申込締切日　２月10日㊍
　申込・問合せ先　教育委員会スポーツ課
　　　　　　　　　（☎66・1111内線532）
○大野クロスカントリースキージュニア選手権大会
　日時　２月20日㊐午前９時～
　場所　ＩＺＵＭＩクロスカントリースキー場
　対象　市内小・中学生
　種別　個人戦７部門（学年別・男女別）
　参加料　１人1000円
　申込締切日　２月10日㊍
　申込・問合せ先　寺西重朗さん（☎65・8224）

各種スポーツ大会　参加者募集
○第13回市民綱引大会
　日時　３月６日㊐午前８時15分～
　場所　エキサイト広場
　対象　市内に在住または勤務している16歳以上の人
　　（高校生は除く）と市内小学生（３年生以上）
　種別　男子の部、女子の部、混合の部、ジュニアの部
　チーム編成　12人以内（ジュニアの部は14人以内）
　　※綱引経験者は１チーム１人まで。ただし混合の部
　　　は男女１人ずつ可
　参加料　無料
　申込締切日　２月24日㊍
　申込・問合せ先　市綱引協会事務局　金森幸治さん         
　　　　　　　　　（☎66・3691）

　問合せ先　教育委員会スポーツ課
　　　　　　（☎66・1111内線532）



　

大
野
油
坂
道
路
の
ル
ー
ト
帯

が
発
表
さ
れ
、
全
線
整
備
へ
向

け
て
大
き
く
前
進
し
た
中
部
縦

貫
自
動
車
道
。
東
海
北
陸
自
動

車
道
、
北
陸
自
動
車
道
と
つ
な

が
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加

や
物
流
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
野
市
に
と
っ
て

は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ
生

か
し
た
い
も
の
で
す
（
竹
田
）
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や
っ
ぱ
、
す
こ
し
白

う
な
ら
ん
と―

雪
な
し

で
は
雪
国
ら
し
い
お
正

月
気
分
も
出
ず
、
な
ん

と
は
な
し
に
落
ち
着
か

な
い
感
じ
が
、
納
ま
り

所
の
〝
雪
の
正
月
〞
と
は
な
っ
た
。
暖
冬
と
は

い
う
け
れ
ど
、
穏
や
か
に
明
け
た
酉と
り

年
。
ど
う

動
く
の
か
▼
恐
竜
の
子
孫
と
も
い
わ
れ
る
鳥
に

は
、
小
鳥
や
猛
き
ん
類
か
ら
縁
起
の
よ
い
ツ
ル

に
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
な

ど
絶
滅
危
ぐ
の
類
ま
で
、
想
像
上
の
鳳ほ
う

凰お
う

も
あ

っ
て
、
世
界
で
八
千
数
百
種
い
る
▼
う
ち
わ
が

国
に
は
渡
り
鳥
も
含
め
て
四
百
余
種
。
記
紀
に

み
る
天
の
岩
戸
神
話
の
「
常と
こ

世よ

の
長な
が

鳴な
き

鳥ど
り

」
か

ら
八ヤ
タ
ガ
ラ
ス

咫
烏
に
金き
ん

鵄し

（
ト
ビ
）
や
白
鳥
、白は
く

雉ち

（
キ

ジ
）
な
ど
の
霊
鳥
も
。
固
有
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
ほ

か
▼
え
と
の
と
り
は
鶏
。
分
類
で
深
胸
目
キ
ジ

科
ニ
ワ
ト
リ
属
に
、
そ
の
仲
間
も
一
般
食
用
の

地
鶏
か
ら
コ
ー
チ
ン
、
闘
鶏
の
シ
ャ
モ
に
観
賞

愛
が
ん
用
の
チ
ャ
ボ
や
オ
ナ
ガ
ド
リ
ま
で
い
ろ

い
ろ
。
そ
れ
も
牡お
ん

鶏ど
り

が
象
徴
的
で
あ
る
▼
鳥
に

は
天
空
駆
け
る
飛ひ
し
ょ
う翔
へ
の
希
望
が
、
ま
た
鶏
鳴

暁
を
告
ぐ
一
声
は
明
暗
境
を
分
か
つ
の
意
を
も

つ
、
ま
さ
に
瑞
ず
い
ち
ょ
う鳥
だ
。
ち
な
み
に
酉
は
象
形
の

酒
つ
ぼ
の
意
だ
が
、
ど
う
し
て
鶏
と
酉
の
関
連

か
は
定
か
で
な
い
▼
と
り
の
講
釈
な
ぞ
ど
う
で

も
よ
い
が̶

天
災
・
人
災
な
ど
も
は
や
去
る
年

の
こ
と
。新
た
な
酉
年
に
か
け
る
そ
の
思
い
は
、

だ
れ
し
も
人
そ
れ
ぞ
れ
期
待
が
強
ま
る
。
と
り

わ
け
震
災
、
風
水
害
、
戦
禍
の
被
災
地
は
切
実

だ
▼
そ
う
、
当
市
の
鳥
は
ウ
グ
イ
ス
（
市
制
三

十
周
年
で
昭
和
五
十
九
年
制
定
）
だ
が
、
如
月

の
春
告
げ
鳥
に
あ
や
か
り
た
い
も
の
、
市
政
の

発
展
な
ど
も
、
寒
中
に
願
う
（
武
藤
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

旧
六
呂
師
小
学
校
を
利
用
し

て
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
や
生
活

を
体
験
す
る
「
ふ
る
さ
と
体
験

合
宿
」。
十
二
月
の
合
宿
に
は

県
内
外
か
ら
二
十
六
人
の
小
学

生
が
参
加
し
、
も
ち
つ
き
や
わ

ら
細
工
、
た
こ
作
り
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ア
ー
ス
ワ
ー
ク

体
験
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

毎
年
夏
と
冬
の
二
回
開
催
。

編
集
後
記

大
野
え
え
と
こ
35

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

㉓

埴は
に

安や
す

姫ひ
め

神
社
（
蕨
生
）

　

国
道
１
５
８
号
を
通
り
内
川
東
の
信
号
を
右
折
、

蕨
生
小
学
校
横
を
過
ぎ
た
所
に
位
置
し
ま
す
。
水
田

に
浮
か
ぶ
森
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
毎
年
春
に
は
百
年

以
上
続
く
里
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

山
田
文
雄
邸
（
今
井
二
十
三
ー
一
）

　

国
道
１
５
７
号
を
通
り
五
条
方
公
民
館
手
前
の
右

手
に
位
置
し
ま
す
。
住
宅
の
周
囲
は
石
垣
と
生
垣
で

囲
ま
れ
、
表
の
大
き
な
門
と
の
調
和
が
美
し
く
特
徴

的
で
す
。

１月１日現在 前　月　比
世　帯　数 11,982世帯 －8世帯
人　　　口 39,365人 －41人

内　訳
男 18,782人 －15人
女 20,583人 －26人

12月中の異動
転入 52人 出生 20人
転出 69人 死亡 44人

件数内訳 平成16年
12 月 末

平成15年
12 月 末 比　較

総 件 数 662件 673件 －11件
人
身
事
故

件　数 145件 163件 －18件
死　者 4人 3人 1人
傷　者 180人 206人 －26人

物損事故 517件 510件 7件


